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令和５年 ３月  日光市農業委員会総会議事録 

日 時  場 所  令和５年３月２０日 午後２時 日光市役所本庁舎大会議室 

出 席 農 業 委 員 11 名        

 １番 川 村 耕 一 ２番 手 塚 幸 子 ３番 髙 橋 和 子 ４番 福 田 絹 江 

 ５番 斎 藤 敏 夫 ６番 加 藤 英 利 ７番 神 山 隆 治 ８番 増 渕 勝 

 ９番 髙橋久美子 10 番 小 池 毅 11 番 渡 邉 悦 子   

欠 席 農 業 委 員 なし        

         

出 席 推 進 委 員 18 名        

 12 番 柏 木 武 13 番 福田富美男 14 番 大島一比古 15 番 富 田 順 子 

 16 番 福 田 正 明 17 番 神 山 守 18 番 村 上 隆 19 番 酒 主 学 

 20 番 星野由起夫 21 番 西 巻 光 次 23 番 柴 田 洋 一 25 番 福 田 重 勝 

 26 番 福 田 隆 夫 27 番 大 島 昭 吾 28 番 阿久津文枝 29 番 大 貫 宣 秀 

 30 番 佐 藤 修 一 31 番 小 倉 政 一     

欠 席 推 進 委 員 22 番 福 田 浩 一 24 番   吉 原 浩 之     

傍 聴 人 なし        

         

          
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

河合誠一事務局長 

 

 

 

 第１   議事録署名人の指名 

第２   会期の決定 

第３   報告第６号 農地法第４条の規定による許可書の交付について 

第４   報告第７号 農地法第５条の規定による許可書の交付について 

第５   報告第８号 農地法第１８条（通知）について 

第６   推薦第１号 日光市農業振興地域整備促進協議会委員の推薦について 

第７   議案第１５号 農地法第３条の規定による許可申請について 

第８   議案第１６号 農地法第３条第２項第５号の規定による別段面積の廃

止について 

第９   議案第１７号 農地法第５条の規定による許可申請について 

第１０ 議案第１８号 非農地証明願について 

第１１ 議案第１９号 農業経営基盤強化促進法第１９条(農用地利用集積計

画の公告)に基づく決定について 

第１２ 議案第２０号 農地中間管理事業の推進に関する法律第 19 条の２（農

用地利用集積の公告）に基づく決定について 

第１３ 議案第２１号 令和５年度最適化活動の目標設定について 

第１４ 議案第２２号 農地等の利用の最適化の推進に関する指針について 

 

 

皆様、お集まりいただきましてありがとうございます。それでは、日光市農

業委員会総会規則第５条第５項の規定により、会長を議長として会議を進めて

まいります。 

本日の出席委員は、農業委員１１名中１１名であります。農業委員会等に関
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福 田 絹 江 議 長 
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福 田 絹 江 議 長 

 

 

 

 

 

福 田 絹 江 議 長 

 

 

 

川 村 光 代 主 任 

 

 

 

 

する法律第２７条第３項に定める定足数を満たしておりますので、本総会は有

効に成立しております。また、推進委員につきましては､福田浩一委員、吉原

浩之委員から欠席する旨の届出があり、２０名中１８名の出席であります。本

日の傍聴人はいらっしゃいません。 

 

ただ今から、令和５年３月 日光市農業委員会総会を開会いたします。 

 本日の議事日程につきまして、河合事務局長に朗読させます。 

 

（ 議事日程を朗読 ） 

 

日程第１「議事録署名人の指名」を行います。議事録署名人については、私、

議長において指名をいたしたいと思います。５番斎藤敏夫委員、６番加藤英利

委員のご両名を指名いたします。 

なお、本日の会議書記につきましては、事務局職員の福田主幹を指名いたし

ます。 

 

つづきまして日程第２「会期の決定」を行います。本総会の会期につきまし

ては、本日１日限りといたしたいと思います。これにご異議ございませんか。 

（ 「異議なし。」との声あり ） 

 異議なしと認めます。よりまして、本総会の会期につきましては、本日１日

限りとすることに決します。 

 それでは議事に入ります。なお、報告事項や議案の説明にあたりましては、

敬称を省略するなど簡潔に説明をお願いいたします。 

 

 日程第３、報告第６号「農地法第４条の規定による許可書の交付について」

を議題とし、事務局の説明を求めます。 

（ 川村光代主任挙手 ） 

 はい、川村主任お願いします。 

報告第６号「農地法第４条の規定による許可書の交付について」ご説明いた

します。はじめに議案書１ページをご覧ください。先月の４条申請は１件ござ

いました。許可書につきましても１件交付いたしました。申請人、土地の所在

等は総会資料のとおりです。総会審議日は令和５年２月２０日。なお許可日お

よび指令番号につきましては、令和５年２月２０日、日農委指令第４－１１号

で許可書を発行しております。以上でございます。 

報告ではございますが、何かご質問等ございましたらお受けいたします。 

（ 「なし。」との声あり ） 

よろしいですか。 

（ 「はい。」との声あり ） 

それでは次に移ります。 

 

日程第４、報告第７号「農地法第５条の規定による許可書の交付について」

を議題とし、事務局の説明を求めます。 

（ 川村光代主任挙手 ） 

 はい、川村主任お願いします。 

報告第７号「農地法第５条の規定による許可書の交付について」ご説明いた

します。はじめに議案書２ページをご覧ください。先月の５条申請は３件ござ

いました。許可書につきましても３件交付いたしました。申請人、土地の所在

等は総会資料のとおりです。総会審議日は令和５年２月２０日。４番につきま

しては事業面積３，０００平方メートル以上の案件ということで、栃木県農業
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鯉 沼 慶 主 査 

 

 

 

 

 

 

福 田 絹 江 議 長 

 

 

 

 

 

福 田 絹 江 議 長 

 

 

 

福 田 貴 子 主 幹 

 

 

 

 

 

 

福 田 絹 江 議 長 

 

 

髙橋和子農業委員 

福 田 絹 江 議 長 

 

 

 

 

 

会議の常設審議委員会に意見聴取をいたしまして、特に質問等もなく許可相当

との意見をいただいております。なお許可日および指令番号につきましては、

２番、３番につきましては令和５年２月２０日、日農委指令第５－４９号から

５０号で許可書を発行しております。４番につきましては、令和５年２月２８

日、日農委指令５－５１号で許可書を発行しています。以上でございます。 

報告ではございますが、何かご質問等ございましたらお受けいたします。 

（ 「なし。」との声あり ） 

よろしいですか。 

（ 「はい。」との声あり ） 

それでは次に移ります。 

 

日程第５、報告第８号「農地法第１８条（通知）について」を議題とし、事

務局の説明を求めます。 

（ 鯉沼慶主査挙手 ） 

 はい、鯉沼主査お願いします。 

農地法第１８条（通知）について、ご説明いたします。総会資料は、３ペー

ジから６ページとなります。本案件は、農地法第１８条第６項の規定による通

知があったことの報告となります。貸し人、借り人の住所、氏名及び土地の表

示、解約理由等は通知のとおりです。件数は６件で、申請番号１番が農業委員

会扱いの利用権の解約、申請番号２番から４番が市農業公社扱いの利用権の解

約、申請番号５番、６番が農地中間管理事業の賃貸借の解約となります。以上

ご報告いたします。 

これもご報告でございますが、何かご質問等ございましたらお受けします。 

（ 「なし。」との声あり ） 

よろしいですか。 

（ 「はい。」との声あり ） 

 ないようですので次に移ります。 

 

日程第６、推薦第１号「日光市農業振興地域整備促進協議会委員の推薦につ

いて」を議題といたします。 

（福田貴子主幹挙手） 

 はい、福田主幹。 

 推薦第１号「日光市農業振興地域整備促進協議会委員の推薦について」ご説

明いたします。日光市農業振興地域整備促進協議会は、本市における農業振興

地域整備計画に関し、「策定及び変更」、「事業の実施」、「その他整備計画

の目的達成に必要な事項」などを調査審議するために設置されたもので、今回、

日光市農業振興地域整備促進協議会委員について日光市農業委員会に５名の

委員の推薦を依頼されております。任期は令和５年４月１日から令和７年３月

３１日までとなります。以上です。 

説明が終わりました。どのような方法で選任したらよろしいでしょうか。 

（髙橋和子農業委員挙手） 

 はい、髙橋委員。 

 議長、一任でお願いしたいと思います。 

 議長一任の声がありました。議長が指名することにご異議ありませんか。 

（異議なしの声） 

 ご異議ありませんので、議長において指名いたします。 

 １番川村委員、８番増渕委員、６番加藤委員、１０番小池委員、私、４番の

福田を指名いたします。 

 １番川村委員、８番増渕委員、６番加藤委員、１０番小池委員、４番私、福
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佐藤修一推進委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福 田 絹 江 議 長 

田を推薦することに賛成の委員の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

 挙手全員であります。よりまして日光市農業振興地域整備促進協議会委員に

１番川村委員、８番増渕委員、６番加藤委員、１０番小池委員、４番私、福田

を推薦することに決しました。 

 

日程第７、議案第１５号「農地法第３条の規定による許可申請について」を

議題といたします。 

まず、取り土地下げとなった番号３番について事務局の説明を求めます。 

（川村光代主任挙手） 

 はい、川村主任。 

 今回の申請の土地について、利用権が設定されておりました。当人同士で口

約束をしていたということで、今月の８日に取り下げとなりまして、来月の総

会に上がる予定です。 

 何かご質問等がございましたらお受けいたします。 

（「なし。」との声あり。） 

 それでは次に移ります。 

  

今月の現地調査は鳥獣害対策部会が担当しております。増渕部会長から全体

説明をお願いいたします。 

（増渕勝農業委員挙手） 

はい増渕部会長。 

今月の現地調査は、鳥獣害対策部会が担当いたしました。現地調査は３月１

５日に２班体制で行いました。農地法第３条の規定による許可申請、４件、５

条の規定による許可申請、１件、非農地証明願、２件、合計７件です。１班が

神山職務代理者、柴田洋一委員、福田絹江会長、私、増渕、事務局から河合事

務局長、川村主任が同行しました。２班は、大貫宣秀委員、阿久津文枝委員、

佐藤修一委員、事務局から福田係長、永吉副主幹が同行しました。担当委員で

すが、第３条の１番は佐藤委員、２番は柴田委員、３番は取り下げとなってい

ます。４番は大貫委員、農地法５条の１番は取り下げとなっており、２番は阿

久津委員、非農地証明願の１番は神山職務代理、２番は大貫委員が担当しまし

た。それぞれ担当委員がご報告いたしますのでご審議の程よろしくお願いいた

します。 

ありがとうございました。それでは、番号１番について担当委員の報告を求

めます。 

（ 佐藤修一推進委員挙手 ） 

 はい、佐藤委員。 

私は、議案第１５号の１番を担当しました。本申請は日光市板橋地内におけ

る売買を目的とした３条申請です。譲渡人、譲受人、申請地等は資料のとおり

です。申請地はＪＲ文挾駅から北６２０メートルに位置した場所です。案内図

による説明です。例幣使街道を南へ進み、杉並木が途切れた文挾の急カーブを

左折し、踏切を超えて３０メートル進み左折して１８０メートルのところの左

に申請地があります。申請地は２筆あり、登記簿、現況ともに畑です。譲受人

は経営農地を適切に管理しており、家族３人で水稲、季節野菜、を作付けして

います。申請地は譲受人宅の近くにあり農地取得後も里芋等の露地野菜の作付

けを行う計画です。以上のことから農地法第３条第２項各号に該当しないため

許可要件のすべてを満たしていると考えますのでご審議の程よろしくお願い

いたします。 

 ありがとうございました。それでは、現地調査後の検討・協議の結果につい
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て報告をお願いします。 

（ 増渕勝農業委員挙手 ） 

はい、増渕部会長。 

売買による３条申請です。ご覧のとおり、きれいに管理されており、譲受人

が耕作しているとのことです。部会では何ら問題ないとの検討結果です。ご審

議の程宜しくお願いいたします。 

報告並びに現地調査後の部会報告が終わりました。それでは鳥獣害対策部会

以外の委員の方からご意見等がございましたらお受けいたします。 

（小池毅農業委員挙手） 

 はい、小池委員。 

 写真の手前の土地は、畦畔がありませんが、譲受人の土地ですか。 

 はい、そうです。 

 よろしいですか。他にご質問等はございませんか。 

（ 「なし。」との声あり ） 

それでは、質疑を終結し、採決を行います。番号１番について、原案のとお

り『許可』することに賛成の農業委員の挙手を求めます。 

（ 挙手全員 ） 

挙手全員であります。よりまして、番号１番は原案のとおり『許可』するこ

とに決しました。   

 

 続きまして番号２番について担当委員の報告を求めます。 

（ 柴田洋一推進委員挙手 ） 

 はい、柴田委員。 

私は、議案第１５号の２番を担当しました。本申請は日光市荊沢地内におい

て売買を目的とした３条申請です。譲渡人、譲受人、申請地等は資料のとおり

です。申請地は今市工業高校から北東９７０メートルに位置した場所です。案

内図による説明です。今市工業高校から北へ８６０メートル進み、右折して４

００メートル進んだ右手に申請地があります。申請地は２筆あり、登記簿、現

況ともに田です。譲受人は経営農地を適切に管理しており、家族２人で水稲、

季節野菜、牧草を作付けしています。農地取得後も水稲の作付けを行う計画で

す。以上のことから農地法第３条第２項各号に該当しないため許可要件のすべ

てを満たしていると考えます。ご審議の程よろしくお願いいたします。 

ありがとうございました。それでは、現地調査後の検討・協議の結果につい

て部会から報告をお願いします。 

（ 増渕勝農業委員挙手 ） 

はい、増渕部会長。 

２筆とも適切に管理されておりました。タイヤの跡は堆肥をまいた跡です。

何ら問題ないとの部会での検討結果が出ております。ご審議の程宜しくお願い

いたします。 

報告並びに現地調査後の部会報告が終わりました。それでは鳥獣害対策部会

以外の委員の方からご意見等がございましたらお受けいたします。 

何かご質問等はございませんか。 

（ 「なし。」との声あり ） 

それでは、質疑を終結し、採決を行います。番号２番について、原案のとお

り『許可』することに賛成の農業委員の挙手を求めます。 

（ 挙手全員 ） 

挙手全員であります。よりまして、番号番は原案のとおり『許可』すること

に決しました。   
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増 渕 勝 農 業 委 員 

 

福 田 絹 江 議 長 

 

 

 

川村耕一農業委員 

川 村 光 代 主 任 

 

川村耕一農業委員 

川 村 光 代 主 任 

 

 

 

大島一比古推進委員 

川 村 光 代 主 任 

 

福 田 絹 江 議 長 

 

 

 

 

 

 

 

福 田 絹 江 議 長 

 

 

 

ありがとうございました。それでは、番号４番について担当委員の報告を求

めます。 

（ 大貫宣秀推進委員挙手 ） 

はい、大貫委員。 

私は、議案第１５号の４番を担当しました。本申請は日光市小倉地内におい

て売買を目的とした３条申請です。譲渡人、譲受人、申請地等は資料のとおり

です。申請地はＪＲ文挾駅から南西８８０メートルに位置した場所です。案内

図による説明です。ＪＲ文挾駅から南へ４８０メートル進み、右折して道なり

に４５０メートル進み、行川の仲内橋を渡り、右折して７０メートルほどのと

ころに申請地があります。申請地は５筆あり、こちらの２筆は登記簿地目、現

況ともに田、こちらの２筆は登記簿地目は畑、現況は田です。こちらの１筆は

登記簿地目及び現況ともに畑です。譲受人は経営農地を適切に管理しており、

家族２人で路地野菜を作付けしています。農地取得後も路地野菜の作付けを行

う計画です。以上のことから農地法第３条第２項各号に該当しないため許可要

件のすべてを満たしていると考えますのでご審議の程よろしくお願いいたし

ます。 

ありがとうございました。それでは、現地調査後の検討・協議の結果につい

て報告をお願いします。 

（ 増渕勝農業委員挙手 ） 

はい、増渕部会長。 

売買を目的とした３条申請です。申請地は適切に管理されており、部会では

特に問題ないとの検討結果です。ご審議の程宜しくお願いいたします。 

報告並びに現地調査後の部会報告が終わりました。それでは鳥獣害対策部会

以外の委員の方からご意見等がございましたらお受けいたします。 

（川村耕一農業委員挙手） 

 はい、川村委員。 

譲渡人は相続人はいなかったのですか。 

奥さんと子供さんがいましたが全員相続放棄したそうです。誰ももらってく

れないということなので、この方が買うことになったそうです。 

そうすると売買価格はどうなるのですか。 

おそらく最低の価格が決まっていて、競売になる前に決めたのだと思いま

す。 

（大島一比古推進委員挙手） 

 はい、大島委員。 

買受人は農地を所有することに問題ないのでしょうか。 

確認の段階で、この方の農地に家が建っていることがわかり、是正というこ

とで非農地証明願がこのあとの議案に上がっております。 

よろしいでしょうか。他にご質問等はございませんか。 

（ 「なし。」との声あり ） 

それでは、質疑を終結し、採決を行います。番号４番について、原案のとお

り『許可』することに賛成の農業委員の挙手を求めます。 

（ 挙手全員 ） 

挙手全員であります。よりまして、番号４番は原案のとおり『許可』するこ

とに決しました。   

 

ありがとうございました。それでは、番号５番について担当委員の報告を求

めます。 

（ 柴田洋一推進委員挙手 ） 

 はい、柴田委員。 
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柴田洋一推進委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

福 田 絹 江 議 長 

 

 

 

増 渕 勝 農 業 委 員 

 

 

福 田 絹 江 議 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

福 田 絹 江 議 長 

 

 

 

福 田 貴 子 主 幹 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福 田 絹 江 議 長 

 

 

 

福 田 絹 江 議 長 

 

私は、議案第１５号の５番を担当しました。本申請は日光市荊沢地内におけ

る売買を目的とした３条申請です。譲渡人、譲受人、申請地等は資料のとおり

です。申請地は今市工業高等学校から東へ６０メートルに位置した場所にあり

ます。案内図による説明です。荊沢交差点を東へ３６０メートル進み、左折し

て４４０メートルのところに申請地があります。申請地は４筆あり、登記簿地

目は山林と原野で現況は田です。申請地は譲受人の自宅近くにあり、農地取得

後も水稲を作付けする計画です。利用権はありません。以上のことから農地法

第３条第２項各号に該当しないため許可要件のすべてを満たしていると考え

ますのでご審議の程よろしくお願いいたします。 

 ありがとうございました。それでは、現地調査後の検討・協議の結果につい

て報告をお願いします。 

（ 増渕勝農業委員挙手 ） 

はい、増渕部会長。 

４筆の田が１枚のきれいな田になっており、水稲を作付けできる状態になっ

ています。部会では何ら問題ないと判断いたしました。ご審議の程宜しくお願

いいたします。 

報告並びに現地調査後の部会報告が終わりました。それでは鳥獣害対策部会

以外の委員の方からご意見等がございましたらお受けいたします。 

（ 「なし。」との声あり ） 

それでは、質疑を終結し、採決を行います。番号５番について、原案のとお

り『許可』することに賛成の農業委員の挙手を求めます。 

（ 挙手全員 ） 

挙手全員であります。よりまして、番号５番は原案のとおり『許可』するこ

とに決しました。   

 

日程第８、報告第１６号「農地法第３条第２項第５号の規定による別段面積の

廃止について」を議題とし、事務局の説明を求めます。 

（ 福田貴子主幹挙手 ） 

 はい、福田主幹お願いします。 

議案第１６号農地法第３条第２項第５号の規定による別段面積の廃止につ

いてご説明いたします。総会資料１０ページをご覧ください。まず、農地法に

よる下限面積についてご説明いたします。農地法では農地の権利取得に係る下

限面積を定めており、法律上は農地法第３条第２項第５号の規定により５０ア

ール（５，０００平方メートル＝５反歩）が下限となっておりまが、同５号及

び法施行規則第１７条の規定により、１０アールを限度としてそれぞれの農業

委員会で別段の面積を定めることができるようになっております。日光市農業

委員会ではこの規定に基づきまして平成２１年１２月２１日付で別段の面積

を資料の表のとおり定めており、農地の権利取得をする場合は、この条件を満

たさなければならないことになっております。この下限面積について定めてあ

る法律上の規定が、法改正により令和５年４月１日から廃止されることから、

日光市独自で定めた下限面積も廃止しようとするものでございます。これによ

り、今後は、農地法第３条で農地を取得しようとする場合、面積上の要件は撤

廃されることになります。以上で説明を終わります。 

何かご質問等ございましたらお受けいたします。 

この下限面積の撤廃については、前回の全体協議会の際に事務局よりパンフ

レットをお配りし説明しています。お帰りになってから、もう一度一読して理

解を深めていただきたいと思います。 

よろしいですか。 

（ 「はい。」との声あり ） 
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福 田 絹 江 議 長 

 

 

 

 

川 村 光 代 主 任 

 

 

福 田 絹 江 議 長 

 

 

 

福 田 絹 江 議 長 

 

 

阿久津文枝推進委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福 田 絹 江 議 長 

 

 

 

増 渕 勝 農 業 委 員 

 

福 田 絹 江 議 長 

 

 

 

加藤英利農業委員 

阿久津文枝推進委員 

福 田 絹 江 議 長 

 

それでは、質疑を終結し、採決を行います。議案第１６号については、原案

のとおり『決定』することに賛成の農業委員の挙手を求めます。 

（ 挙手全員 ） 

挙手全員であります。よりまして、議案第１６号は原案のとおり『決定』す

ることに決しました。 

 

日程第９、議案第１７号「農地法第５条の規定による許可申請について」を

議題といたします。 

取り下げとなった番号１番について事務局の説明を求めます。 

（川村光代主任挙手 ） 

はい、川村主任。 

この案件につきましては、先月も取り下げとなっております。理由としまし

ては場所の特定ができないということです。現在土地家屋調査士を探している

段階なので、今回も取り下げをさせて欲しいという依頼がありました。 

 何かご質問等ございましたらお受けいたします。 

（ 「なし。」との声あり ） 

それでは次に移ります。 

 

番号２番について担当委員の報告を求めます。 

（ 阿久津文枝委員挙手 ） 

はい、阿久津委員。 

私は、議案第１７号の２番を担当いたしました。譲渡人、譲受人及び申請地

等は資料のとおりです。本申請は木和田島地内におきまして、売買により工場

用地拡張を目的とした５条申請です。申請地は木和田島交差点から北西１８０

メートルに位置します。案内図による説明です。木和田島交差点から北西１８

０メートル進んだ右手が申請地です。登記簿地目、現況ともに畑です。周囲の

状況は東側が宅地、西側が市道、南側及び北側が宅地、こちらが原野です。現

地には、譲渡人、譲受人、行政書士が立ち会いました。今回申請地を買い受け

資材置場として利用する計画です。倉庫が建てられていること、また、砂利が

敷いてありましたので始末書が提出されております。こちらの原野になってい

る所もいっしょに購入する予定です。既存の倉庫はそのまま使用する計画で

す。フェンスは取り外してこちら側に設置するとのことです。ごみ収集所はこ

ちらに移転するとのことです。もみの木はそのままにするそうです。給排水は

ありません。雨水は敷地内砂利敷とし、敷地内浸透処理します。以上のことか

ら周囲に及ぼす影響はないと考えます。ご審議の程よろしくお願いいたしま

す。 

ありがとうございました。それでは、現地調査後の検討・協議の結果につい

て部会長から報告をお願いします。 

（ 増渕勝農業委員挙手 ） 

はい、増渕部会長。 

周囲に農地はなく、何ら問題はないとの部会の検討会での結果ですのでご審

議の程よろしくお願いします。 

報告並びに現地調査後の部会報告が終わりました。それでは鳥獣害対策部会

以外の委員の方からご意見等がございましたらお受けいたします。 

（加藤英利農業委員挙手） 

 はい、加藤委員 

 工場はどこにあるのですか。 

 案内図のこの奥の方にあります。工場に入る通路がここにあります。 

 他にご質問等はございませんか。 
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福 田 絹 江 議 長 

 

 

 

神山隆治農業委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福 田 絹 江 議 長 

 

 

 

増 渕 勝 農 業 委 員 

 

福 田 絹 江 議 長 

 

 

 

加藤英利農業委員 

神山隆治農業委員 

福 田 絹 江 議 長 

 

 

 

 

 

 

 

福 田 絹 江 議 長 

 

 

大貫宣秀推進委員 

 

 

 

 

（ 「なし。」との声あり ） 

ないようですので質疑を終結し、採決を行います。番号２番について、この

原案のとおり『許可』することに賛成の農業委員の挙手を求めます。 

（ 挙手全員 ） 

挙手全員であります。よりまして、番号２番はこの原案のとおり『許可』す

ることに決しました。 

 

日程第１０、議案第１８号、「非農地証明願について」を議題とし、番号１

番について担当委員の報告を求めます。 

（神山隆治農業委員挙手 ） 

はい、神山委員。 

私は、議案第１８号の１番を担当いたしました。本申請は、日光市今市地内

において宅地として利用している案件です。願出人及び願出地等はそれぞれ資

料のとおりです。願出地は、今市地内、大谷橋交差点から西へ約９３０メート

ルに位置した場所です。案内図による説明です。大谷橋交差点から西へ９３０

メートルほど進み、南へ７０メートルほど進んだ場所に願出地があります。登

記簿地目は田です。周囲の状況は、東側、西側、北側は宅地、南側は道路です。 

願出地は昭和４４年に居宅が建築され、昭和５５年の市道買収時から隣接地と

ともに宅地として一体利用され、現在に至っております。昭和５１年撮影の空

中写真が添付されておりますので、４７年以上経過しております。以上のこと

から証明することに問題はないと考えます。ご審議をよろしくお願いします。 

ありがとうございました。それでは、現地調査後の検討、協議の結果につい

て報告を願います。 

（ 増渕勝農業委員挙手 ） 

はい、増渕部会長。 

住宅の庭として利用されている案件です。何ら問題ないとの部会の検討の結

果です。ご審議の程よろしくお願いいたします。 

それでは鳥獣害対策部会以外の委員の方からご質問等がございましたらお

受けいたします。 

（加藤英利農業委員挙手） 

 はい、加藤委員。 

 この隣りの土地の所有者は同じ方ですか。 

 こちらも申請人の所有の土地です。 

 他にご質問等はございませんか。 

（ 「なし。」との声あり ） 

それでは質疑を終結し、採決を行います。番号１番について、この原案のと

おり『証明妥当』とすることに賛成の農業委員の挙手を求めます。 

（ 挙手全員 ） 

挙手全員であります。よりまして、番号１番はこの原案のとおり『証明妥当』

とすることに決しました。 

 

番号２番について担当委員の報告を求めます。 

（大貫宣秀推進委員挙手 ） 

はい、大貫委員。 

私は、議案第１８号の２番を担当いたしました。本申請は、日光市小倉地内

において宅地として利用しています。願出人及び願出地等はそれぞれ資料のと

おりです。願出地は、小倉地内、ＪＲ日光線文挟駅から西へ約６０メートルに

位置した場所です。案内図による説明です。ＪＲ日光線文挟駅へ入る信号を、

北へ３０メートルほど進み、左折し２０メートルほど進んだ先に願出地があり
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福 田 絹 江 会 長 

 

 

 

増 渕 勝 農 業 委 員 

 

福 田 絹 江 議 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

福 田 絹 江 議 長 

 

 

 

鯉 沼 慶 主 査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福 田 絹 江 議 長 

 

 

 

ます。２筆ありまして２筆とも登記簿地目は畑、現況は宅地となっております。

周囲の状況は、東側・北側は宅地、南側は雑種地、西側は道路です。現地には

願出人、行政書士が立ち会い、杭打ちがしてありました。願出地は昭和４５年

に建築された物置、納屋と車庫、昭和４９年に建てられた納屋、平成９年に建

築された店舗、あとは庭になっています。こちらは願出人の住宅です。これは

平成１２年撮影の空中写真です。２３年以上経過しております。願出人は先程

川村主任から説明がありましたが、今回の議案第１５号農地法第３条の４番の

譲受人の方で、これを機に非農地証明願を提出したということです。以上のこ

とから証明することに問題はないと考えます。ご審議をよろしくお願いしま

す。 

ありがとうございました。それでは、現地調査後の検討、協議の結果につい

て報告を願います。 

（ 増渕勝農業委員挙手 ） 

はい、増渕部会長。 

願出地は宅地として利用されています。空中写真も添付され部会では証明妥

当との検討結果ですのでご審議の程よろしくお願いいたします。 

それでは鳥獣害対策部会以外の委員の方からご意見等がございましたらお

受けいたします。 

（ 「なし。」との声あり ） 

それでは質疑を終結し、採決を行います。番号２番について、この原案のと

おり『証明妥当』とすることに賛成の農業委員の挙手を求めます。 

（ 挙手全員 ） 

挙手全員であります。よりまして、番号２番はこの原案のとおり『証明妥当』

とすることに決しました。 

 

日程第１１、議案第１９号農業経営基盤強化促進法第１９条(農用地利用集

積計画の公告)に基づく決定について事務局の説明を求めます。 

（鯉沼慶主査挙手 ） 

はい、鯉沼主査。 

 議案第１９号 「農業経営基盤強化促進法第１９条（農用地利用集積計画の

公告）に基づく決定について、ご説明いたします。本議案については、農業経

営基盤強化促進法第１８条第１項の規定に基づき、日光市が作成した「農用地

利用集積計画案」を決定するために審議をお願いするものです。今月は、所有

権移転と利用権設定の案件がございます。ではまず、所有権移転の案件になり

ます。総会資料は１３ページから１４ページとなります。今月の件数は３件で、

面積合計は６筆で１万２千８１２平方メートルとなります。譲渡人、譲受人の

住所・氏名及び土地の表示等は、申請のとおりとなります。次に、利用権設定

の案件ですが、総会資料は１５ページから２０ページになります。件数は１２

件、面積合計は４４筆で５万５千５４４平方メートルとなります。内訳は、申

請番号１番が農業委員会扱いの利用権の更新、申請番号２番から１２番が日光

市農業公社扱いの案件で、新規が８件、更新が３件となっております。設定を

する者（貸し人）、設定を受ける者（借り人）の住所・氏名及び土地の表示等

は、申請のとおりとなります。以上の計画の内容は、農業経営基盤強化促進法

第１８条第３項の各要件を満たしていると考えます。ご審議をよろしくお願い

いたします。 

 説明が終わりました。 

 ご質問ございますか。 

（ 「なし。」との声あり ） 

ご質問がないようですので、質疑を終結し採決いたします。 
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議案第１９号について、この原案のとおり『決定』することに賛成の農業委

員の挙手を求めます。 

（ 挙手全員 ） 

挙手全員であります。よりまして議案第１９号については、この原案のとお

り『決定』することに決しました。 

 

日程第１２、議案第２０号「農地中間管理事業の推進に関する法律第１９条

の２（農用地利用集積の公告）に基づく決定について」を議題とし、事務局の

説明を求めます。  

（ 鯉沼慶主査挙手 ） 

はい、鯉沼主査。 

議案第２０号 農地中間管理事業の推進に関する法律第１９条の２（農用地

利用集積計画の公告）に基づく決定について、ご説明いたします。本議案につ

いては、農業経営基盤強化促進法第１８条第１項の規定による農用地利用集積

計画について、農業経営基盤強化促進法の基本要綱の第９の３の（１）の規定

により、日光市が作成した「農用地利用集積計画案」を決定するために審議を

求められています。総会資料は２１ページと２２ページになります。件数は２

件で、面積合計は１１筆で１万６千２４６．８３平方メートルとなります。設

定をする者（貸し人)、設定を受ける者（借り人)の住所・氏名及び土地の表示

等は、申請のとおりとなります。以上の計画の内容は、農業経営基盤強化促進

法第１８条第３項の各要件を満たしていると考えます。ご審議をよろしくお願

いいたします。 

ただ今、事務局から説明がありました。 

何かご質問がありましたらお受けいたします。 

（ 「なし。」との声あり ） 

ご質問がないようですので、質疑を終結し採決いたします。 

議案第２０号について、この原案のとおり『決定』することに賛成の農業委

員の挙手を求めます。 

（ 挙手全員 ） 

挙手全員であります。よりまして議案第２０号は、この原案のとおり『決定』

することに決しました。 

 

日程第１３、議案第２１号「令和５年度最適化活動の目標の設定等について」

を議題とし、事務局の説明を求めます。  

（ 福田貴子主幹挙手 ） 

はい、福田主幹。 

議案第２１号「令和５年度最適化活動の目標の設定等について」ご説明いた

します。総会資料２３ページから２５ページになります。これは農水省より農

業委員会による最適化活動の推進等についてガイドラインが示され、昨年度よ

り、毎年度、農業委員会において「成果目標」及び「活動目標」を定め、翌年

度の５月までに、総会において、活動の実施状況及び目標の達成状況について

点検評価し、６月末までにインターネット等で公表することが義務付けられた

ことにより設定するものです。なお、従来通り、最適化活動は、毎年支払いを

しております農地利用最適化交付金いわゆる報酬上乗せ分の基となるもので

あります。２３ページは「農業委員会の状況」ですので省略させていただきま

す。２４ページをご覧ください。まず、「成果目標」ですが１の(１)の農地の

集積であります。国は８０％以上の集積率の設定を想定しておりますが、農林

水産省経営局農地政策課長通知によると、農業委員会が地域の実情に応じて弾

力的に設定できるものとすると規定されております。日光市の目標は、今日現
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在、令和１３年度に４５パーセント達成となっております。今年度の実績です

が、４年度末までの集積面積は、1の(１)の①の「これまでの集積面積２，３

７１ヘクタール」であります。また、３年度末までの集積面積は、５月の総会

でお示しした「２，２９１ヘクタール」であり、４年度単年度の集積面積は、

差し引き、２，３７１ヘクタール、マイナス２，２９１ヘクタール、イコール

８０ヘクタールであります。これに基づき、５年度の目標面積である１の(１)

の②の、今年度の新規集積面積は、４年度単年度実績と同面積の、８０ヘクタ

ールとしたところです。次に(２)の遊休農地の解消ですが、①現状及び課題、

並びに②目標アは、前年度と変更はございません。なお、イの前年度の新規発

生緑区分の面積は３．２ヘクタールであります。こちらを令和５年度単年度で

解消することが目標となっております。次に２５ページをご覧ください。(３)

新規参入の促進とあります。現状ですが、直近３ヶ年度のものを記載するもの

でありますが、４年度はまだ数値が確定しておりませんので、元年度、２年度

がゼロ、３年度は２経営体と、前年度と変更はございません。目標ですが、昨

年度は、平成２８年度から３０年度までの各年度の権利移動面積の平均の１割

以上を、目標として設定としておりましたが、今回、改正があり、目標を設定

する時点で農業委員会が把握している面積により目標設定することとなりま

した。しかしながら４年度はまだ数値が確定しておりませんので、令和元年度

から３年度までの数値により目標設定をいたしました。次に活動目標です。２

最適化活動の活動目標(１)の日数目標でありますが、昨年度同様、年間平均月

６日以上としました。人数は全員であります。次に(２)活動強化月間でありま

すが、ガイドラインに示してあります年間３回としました。その下の時期や項

目ですが上から説明いたします。５月遊休農地の解消、地域計画で、年度当初

に実施する意向調査を記載しました。７月農地の集積、集積の担い手会議、昨

年度同様といたしました。１１月新規参入の促進、昨年度の１１月に、担い手

育成部会員全員が、ＪＡビルで開催されました新規就農相談会に参加しました

が、それを踏まえ記載いたしました。また(３)相談会への参加目標ですが、た

だいま申し上げました相談会の内容を記載しました。議案第２１号の説明は以

上になります。 

ただ今、事務局から説明がありました。 

何かご質問がありましたらお受けいたします。 

（ 「なし。」との声あり ） 

ご質問がないようですので、質疑を終結し採決いたします。 

議案第２１号について、この原案のとおり『決定』することに賛成の農業委

員の挙手を求めます。 

（ 挙手全員 ） 

挙手全員であります。よりまして議案第２１号は、この原案のとおり『決定』

することに決しました。 

 

日程第１４、議案第２２号「令和５年度最適化活動の目標の設定等について」

を議題とし、事務局の説明を求めます。  

（ 福田貴子主幹挙手 ） 

はい、福田主幹。 

議案第２２号「農地等の利用の最適化の推進に関する指針について」ご説明

します。この指針につきましては、委員の改選期である３年ごとに、見直しを

行うものとなっておりまして、昨年度が改選期でしたので見直しを行っており

ます。今回は、令和５年４月１日施行の農業委員会等に関する法律の一部改正

など、関連法の改正を受けまして、その内容を反映させた改正案を議案として

上程したものです。主な改正点ですが、お手元の資料に沿ってご説明いたしま
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す。こちらの表の左側が現在の内容、右側が改正案でございます。下線が引い

てある部分が改正する個所となります。まず、１ページの第１「基本的な考え

方」ですが、法改正によりまして、今後、農業委員会が「地域計画」の作成と

推進について、役割を担うこととなりますので、その内容を盛り込んだ内容と

なっております。また、指針作成の目標とする最終年を６年後としていたもの

を、地域計画に合わせまして、より長期的な目標としてて１０年後を見据えた

目標設定をすることとしております。次に２ページ最下段の第２、「具体的な

目標、推進方法及び評価方法」ですが、こちらは３ページから４ページにかけ

まして遊休農地の発生防止・解消について」、３ページ下段から５ページ中段

にかけまして「担い手への農地利用集積・集約化について」、５ページ中段か

ら最終ページ上段にかけまして「新規参入の促進について」以上、３項目の目

標について記載しております。こちらの文言の修正等につきましては、主に法

改正に伴うものであります。目標値については、農業委員会ごとの設定となっ

ておりまして、先程申しました通り、現行の指針では最終の目標年度を令和６

年度としていたものを、改正案では制定年度の平成３０年度から１０年後の令

和１０年度に修正しております。目標値につきましては直近の確定値基づくと

ともに、市で策定しています「農業経営基盤の強化の促進に関する基本的な構

想」に同様の目標が設定されている項目につきましては、それと整合性を図っ

ております。次に最終ページをご覧ください。第３「地域計画」の目標を達成

するための役割の項目が加えられております。この地域計画は令和５年度から

２年間で作成することになりますが、地域計画を作成した後にその目標を達成

するために農業委員会としての役割を記載しております。なお、来年度、市の

基本構想の見直しがあることから、それに合わせてこの指針の見直しを行う予

定となっております。 

ただ今、事務局から説明がありました。 

何かご質問等がありましたらお受けいたします。 

（富田順子推進委員挙手） 

 はい、富田委員。 

 私は中山間地域に住んでおりまして、今後、農地整備を進めたいと思ってい

ますが、「整備をしたにもかかわらず遊休農地になっている所がある」、「整備

をしても担い手がいるのか」、「担い手が高齢化しているのではないか」との心

配の声も聞いています。（新規参入の促進の）当初の目標値が１７人となって

いますが、その辺はどうなのでしょうか。 

（河合誠一事務局長挙手） 

 はい、河合事務局長。 

この目標の数値は、現時点で考えられる数値を定めています。今後、人・農

地プランの地域計画を進めていく中で、地元の人の話をよく聞き、そこで実態

がわかってきて実情に沿った目標を立てていくことになるかと思います。 

 目標を定めたのにこの数値ですから、農業をやっている方の生の声が聞きた

いのですが。 

（川村耕一農業委員挙手） 

 はい、川村委員。 

 現在の農業をとりまく情勢ですが、米価が安い、経費がかなり値上がりして

いる、そのような中でこれから農業をやるかというと米作りは難しくなってき

ているのではないかと思います。現在、轟地区で圃場整備を進めていまして、

先日グループでの会議をやり、良い所、悪い所を出しあいましたが、やはり後

継者不足の話がかなり出ていました。圃場整備をやってその後どうなのかとい

うことですが、その先のことは難しいと思いますが、進めないと手付かずの農

地ができてしまう。とりあえず圃場整備は進めるという話が出ておりました。 
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（大島昭吾推進委員挙手） 

 はい、大島委員。 

 議案第２１号の資料の２３ページに集落営農組織の経営体数が載っており

ますが集落営農組織の実態やどのように進めていくのかなどの情報を得るた

めにはどこの窓口に行けば良いのでしょうか。 

 この資料の経営体数は農林課で把握している数値です。集落営農組織につい

ての詳しいことは農業委員会では把握しておりませんので市の農林課農政係

に聞くのも方法かと思います。 

 ぜひとも前向きに進めていただいて将来の担い手の育成の方もお願いした

いと思います。 

 他にご質問等はございませんか。 

（ 「なし。」との声あり ） 

ご質問がないようですので、質疑を終結し採決いたします。 

議案第２２号について、この原案のとおり『決定』することに賛成の農業委

員の挙手を求めます。 

（ 挙手全員 ） 

挙手全員であります。よりまして議案第２２号は、この原案のとおり『決定』

することに決しました。 

 

以上で、本日の総会に付議された案件の審議は、すべて終了しました。 

これをもちまして、令和５年３月 日光市農業委員会総会を閉会いたしま

す。 

 

閉会 午後３時４６分 
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